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藤島町の紹介

類　型 Ⅲ－2

地名

由来

地

勢

沿

革

人　口 (人) 世帯数(世帯) 高齢化率(%) 林野面積割合

14,868 2,834 7.1 17.2%

13,454 2,802 11.5

13,412 2,811 15.3

13,011 2,807 18.3 第一次産業 19.5% 男 男

12,414 2,802 22.4 第二次産業 38.1 女 女

12,294 2,945 25.5 第三次産業 42.4 計 計

22位 24位 26位 計 100.0

 町　長　　　阿　部　昇　司(任期　平成18年　　1月19日　1期目)

三 議

 助　役　　　相　馬　一　廣(任期　平成18年 　3月 31日　1期目)　　　　

役 会

 収入役　 　成　澤　辰　己 (任期　平成18年  　3月 31日　1期目)

行 96 人

政 22

組 17

織 公平委員会(委託) -

機 固定資産評価審査委員会 -

構 17

135 (教育長含む)

 選挙管理委員会　　　　　　事務局

財　産　区

公社及び主要

第三セクター

 藤島町土地開発公社　　（財）庄内地域産業振興センター　　ふじの里振興（株）　　（財）藤島町文化スポーツ事業団

　  5,946 人

6,427

9.0　‰　(県内11位）出　生　率　(平成13年)

ＦＡＸ　0235 (64) 4280ＴＥＬ　0235 (64) 2111

　農工　電源　拠点都市

平 成 2 年 国 調 　　 1,253人

平 成 7 年 国 調

2,725

2,448

 教育委員会　　　　　　　事務局

 議　会　　　　　　　　　事務局

557 千万円　(県内17位)

　　　　　　　　　　収入役　　　　出納室

 議　長　   高　橋　德　雄

製造品出荷額等(平成13年） 2,848 千万円　(県内16位)

一般行政

農業粗生産額(平成12年）

平 成 12 年 国 調

年間商品販売額(平成11年)

6,428

 監査委員　　　　　　　事務局

 無 所 属　  15　　公　　明　　1　　 　共 産 党　　2

　町長　　　　　　助役　　　　　　総務課・企画課・税務町民課・福祉課・農林課・建設課・環境課

水　道

その他

公営企業等

加　入　状　況

同 上 県 内 順 位

党派別議員数(平成14年6月1日)

 農業委員会　　　　　　　事務局

一部事務組合

(平成14年4月1日)

協議会加入状況

 月山水道企業団（2町）　山形県市町村交通災害共済組合(2市26町村)　　東田川郡町村組合（7町村）　庄内広域行政組合（2市12町村）　　鶴岡地区消防事務組合（1市6町村）　

昭 和 60 年 国 調 産業別就業人口(平成12年国調)

昭 和 50 年 国 調
住民基本台帳人口(平成14年3月末)

88.6% (県内24位) 人口密度(平成12年国調)昼夜間人口比(平成12年国調)

昭 和 40 年 国 調 63.22k㎡ (県内38位） 77.3%

可住地面積割合区　　分 総　　面　　積

　庄内平野の中心に位置し、東西約16ｋｍ、南北20ｋｍで、平坦地の海抜は約12ｍである。東は羽黒町に隣接して山林地帯があり、西は赤川を境に鶴岡市と

三川町に接し、北は京田川を境に立川町と余目町に接している。

 昭和29年12月1日 　藤島町、東栄村、八栄島村、長沼村合体

 昭和30年1月10日　 渡前村編入

庄内支場、庄内農業改良普及センター及び米倉庫群である全農藤島支庫等の農業基盤施設の集積が高く、庄内農業を先導する拠点となっている。

　庄内平野のほぼ中央部に位置し、典型的な稲作農業地域で、民有地のうち、田圃が74.8％を占める。また、県立庄内農業高等学校をはじめ、農業試験場地
域
の
特
性

　

ふ　じ　し　ま　ま　ち  〒999-7696　東田川郡藤島町大字藤島字笹花25番地

藤　島　町
 中世以来の地名による。（嘉祥年間（848～851年）洪水があり、数日間にわたって

 水につかり、藤ノ森が島のごとく見えたことに由来すると言われている。）

地域指定等

有権者数　(平成14年9月2日)

    4,670 人

職員数　(平成14年4月1日)

特別行政

5,219

1,143 千万円　(県内22位)

12,373

 副議長　  佐　藤　良　藏

9,889

 議員任期　平成15年7月31日

町　の　木、　花  （昭和59年制定）

ケヤキ　　五葉松　　　藤の花

Ｄ　Ｉ　Ｄ ｓ　人　口(平成12年国調）

194.5 人/k㎡ （県内13位）

- 人　（県内-位）

 議員定数　18人 (法定定数　26人)

合　計

 庄内地区視聴覚教育協議会（2市12町村）

病　院

 山形県消防補償等組合（44市町村）　山形県自治会館管理組合（44市町村）　山形県市町村職員退職手当組合（9市31町村）　鶴岡市ほか六箇町村衛生処理組合（1市6町村）　



（その2）藤島町の紹介

特性を活かした

行政活動と

最近の状況

 ・ 八栄島公民館改築事業

 ・ 藤島小学校大規模改造事業

行  ・ 21世紀の学校づくり「レインボープラン」事業

政  ・ 藤島保育園建設事業

方  ・ ごみ減量運動推奨助成事業

針  ・ 資源循環型農業推進事業

等  ・ 都市計画道路等整備事業

 ・ 歴史公園整備事業

 ･ 地籍調査事業

区　分 地方交付税 その他

普 11年度 2,478 (41.3) 922 (15.3)

通 12年度 2,567 (42.9)　 989 (16.6)

会 13年度 2,472 (43.8)　 900 (15.9)

計 区　分 扶助費 その他

決 11年度 251 (4.3) 1,157 (19.8)

算 12年度 137 (2.3) 1,167 (19.9)

状 13年度 155 (2.8) 1,006 (18.3)

況 区　分 形式収支 実質収支 標準財政規模 地方債現在高 実質収支比率 経常収支比率
(百万) 11年度 150 110 3,410 6,079 3.2 80.0

(％) 12年度 106 106 3,467 6,042 3.1 81.1

13年度 136 121 3,420 6,219 3.5 80.4

道路延長 道路改良率 道路舗装率 永久橋比率 ごみ焼堆処理率

169 km 79.9% 89.3% 100.0% 32.4%

公営住宅等 公園 診療所 幼稚園

39戸 14ヶ所 4ヶ所 1園

小学校 中学校 高等学校 短大・大学 図書館 知的障害者更正施設（通所）

4校 1校 2校 1館 1ヶ所

99.9%

17.8

16.6 9.0

 （株）スタンレー鶴岡製作所

 卵油　　庄内もろへいや　　藤島まんじゅう　　月山赤かぶ漬　　はえぬき・どまんなか

 藤島城跡　　天然記念物「根子杉」　　平形館跡　　東田川文化記念館　　長沼温泉ぽっぽの湯

 ふじの花まつり　　ふじしま夏まつり（庄内伝統芸能祭）　　日本藁文化大祭　　町民音楽祭　　芸術文化祭

ﾃﾞｨ･ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

5館 1館 1ヶ所 2ヶ所

公民館 体育館

　最近では、9月25日に議会で「人と環境にやさしいまち」を宣言し、農業を核とした資源循環型社会づくりを目指すこととしている。また、資源循

　　　⑥　計画実現のために

公債費比率

16.9

し尿衛生処理率

財政力指数

0.312

0.301

0.295

下水道等普及率

9.2

1,155 (19.7)

1,386 (23.6)

1,061 (19.2)

675 (11.5)

726 (12.4)

727 (13.2) 647 (11.7)

575 (9.8)

782 (13.4)

神楽が保存されていることから、その伝承に努めるとともに、稲作農業における生活様式の一端を伝える藁文化の伝承にも努めるなど歴史と

文化の香りが息づくまちづくりを実施している。

藤島町総合計画・実施計画　平成14年12月（予定）　計画期間　H15～17年度

　　　②　ふじ香る緑豊かな人々の心ふれあうまち

藤島町総合計画　平成7年12月14日議決　　計画期間　H8～17年度

環型社会づくりの基本的な方向性を示す条例案を策定し、12月議会に提案する予定にしている。

778 (13.8)5,648 （100.0）

991 (16.5)

975 (16.3)

975 (17.3)

6,066 （100.0）

5,978 （100.0）

73 (1.2) 593 （9.9）

677 （11.3）

5ヶ所1ヶ所

保育所 児童館

プール

1ヶ所

99.7% 69.9%

病院 特別養護老人ホーム

基本計画

806

積立金現在高

779

797

3.9㎡ (行政区域内）

上水道普及率

人口一人当り公園面積

1,122 (20.4)

5,856 (100.0)

5,872 (100.0)

歳出

5,512 (100.0)

　《町づくりの基本目標》

特色ある条例

姉妹・友好都市

 人と環境にやさしいまちづくり条例（12月議会に提案予定）

 名寄市（北海道）

都市宣言等  「交通安全の町」宣言　　藤島町「非核平和の町」宣言　　「人と環境にやさしいまち」宣言　

325 （5.7）

普通建設事業費

　　　①　ふじ香る緑豊かな歴史と文化の息づくまち

基本構想

公債費

502 (8.4)

　　　③　ふじ香る緑豊かな安心とやすらぎのまち

 412 (6.9)

748 (12.7)

794 (14.4)

9.1

起債制限比率

653 (11.2)

　　　④　ふじ香る緑豊かな活気ある産業のまち

　　　⑤　ふじ香る緑豊かな魅力ある快適なまち

地方税 地方債

　本町では、町名にちなみ「ふじ」をキーワードにしたまちづくりを行っているほか、歴史的文化遺産（山形県有形文化財）である東田川文化記念

館（旧東田川郡役所、旧東田川郡会議事堂）を活用した文化活動を実施している。また、町内１０ヶ所に五穀豊穣を祈願する勇壮な獅子踊りや

 193 (3.2)

 122 (2.2)

補助費等

県支出金

537 (8.9)

歳入 国支出金地方譲与税

重
点
事
業

設備状況

公共施設

75 (1.3)

76 (1.3)

物件費人件費

1,183 (20.2)

1,133 (19.3)

特産品・名物

主要企業等

（H13公共施設状況調査）

行事・祭等

名所・旧跡等
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藤島町のまちづくり・将来構想について 

 

１．総合計画・実施計画（平成１５年度～平成１７年度）の 

主要プロジェクト 

 

  基幹産業である農業を活性化させるための資源循環型社会づくりが本町のまちづ

くりの中心であるが、それだけでは多様化する住民ニーズに応えることができない。

また、地域として均衡ある発展も困難であると考える。 
  このため、平成１７年度までを計画期間とする藤島町総合計画に盛り込まれてい

る事務事業の中で、継続して実施しなければ効果が期待できない事業や、未実施で

もその地域の活性化に不可欠な事業については、今後もその着実な実現に向け努め

ていく必要がある。また、今計画期間中において実施計画に盛り込むことができな

かった事業であっても、この地域において必要と考えられる事業については、引き

続きその実現に向け検討する必要があると考えている。 
 

（１） ふじ香る緑豊かな歴史と文化の息づくまち 

    ① 八栄島公民館改築事業（平成１６年度） 
      老朽化に伴う改築事業であり、地域における生涯学習の拠点施設として整

備する必要がある。 
    ② 藤島小学校大規模改造（耐震補強含む）事業（平成１５年度） 
      耐震診断の結果に基づき、その補強工事と大規模改造工事を併せて実施す

るものである。 
    ③ ２１世紀の学校づくり「レインボープラン」事業 

（平成１５年度～平成１７年度） 
      各小中学校が地域と共に２１世紀のあるべき学校の姿を追求し、特色ある

学校づくりを目指して実施しているものである。 
    ④ アシスタントティーチャー設置事業（平成１５年度～平成１７年度） 
      ゆとりある教育を実施するため、特定の教科に複数の教師を中学校に配置

し、生徒の学力向上や理解力増進のために実施しているものである。 
    ⑤ 伝統芸能・文化財保存事業（平成１５年度～平成 1７年度） 
      伝統芸能や文化財の維持保存のために、各地区の保存組織を育成強化する

ため実施しているものである。 
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（２） ふじ香る緑豊かな人々の心ふれあうまち 

    ① 藤島保育園建設事業（平成１５年度） 
      待機児童の解消や少子化による保育効果への不安を解消するなどのため、

地区児童館を統廃合し、保育園化を図るため実施するものである。 
    ② 特別養護老人ホームふじの里増床事業（平成１７年度） 
      入所待機者の解消を図るため、現有５０床を３０床増床し、８０床とする

ものに対し、借入金の元利償還金相当額を支援するものである。 
    ③ 保健管理センター・地域交流センター建設事業（次期計画での検討） 
      老人保健福祉計画に基づき、健康づくりの拠点施設として、老人福祉セン

ターの老朽化に伴う社会福祉活動の拠点施設としてそれぞれ整備する必要

があるものである。 
 
（３） ふじ香る緑豊かな安心とやすらぎのまち 

    ① ごみ減量運動推奨助成事業（平成１５年度～平成１７年度） 
      ごみ減量化の啓蒙活動の一環として、資源回収へ取り組んでいる各種団体

の活動に支援しているものである。 
 

（４） ふじ香る緑豊かな活気ある産業のまち 

    ① 資源循環型農業推進事業（平成１５年度） 
      農業を核とした資源循環型社会づくりの基幹施設として、堆肥センター

（リサイクルセンター）を整備するものである。なお、次期計画としては、

生ごみ処理施設の建設や建築資材の再生利用による堆肥化も検討している。 
    ② 有機認証委員会事業（平成１５年度～平成１７年度） 
      消費者に安全・安心な農産物を提供するため、町独自の有機認証制度の導

入を図るため実施するものである。 
    ③ 藤島ブランド確立推進事業（平成１５年度～平成１７年度） 
      良質な農産物のブランド化を推進し、産直による販路拡大を図るため実施

するものである。 
 

（５） ふじ香る緑豊かな魅力ある快適なまち 

    ① 都市計画街路藤島駅笹花線整備事業（県営事業） 
      未認可区間４５５ｍについて、早期の事業認可と事業推進を県に要望し、

都市機能の整備充実を図るものである。 
    ② 鶴岡・藤島間道路整備事業 
      鶴岡市街地との連携を図ることで商工振興の一助とするとともに、高速道

路等へのアクセス道路として期待されることから、その整備を図るものであ



- 3 - 

る。 
    ③ 歴史公園整備事業（平成１５年度～平成１７年度） 
      旧東田川郡役所・旧東田川郡会議事堂の南側の庄内支場実習田を公園とし

て整備し、歴史的建造物と景観の一体化を図ることにより、東田川郡の中心

地であった藤島のシンボルにするものである。 
 

（６） 計画実現のために 

    ① 地籍調査事業（平成１５年度～平成１７年度） 
      平成１1 年度から実施している国土調査を引き続き実施することにより、

適正な課税を担保するものである。（平成３８年度までの計画期間） 
 

２．まちづくりの将来構想 

  総合計画の主要プロジェクトとしては前掲の通りであるが、その中にあって本町

のまちづくりの中心となる施策は次に掲げるものであり、その実現を目指すことで、

この地域の発展を図りたいと考えている。 
 

（１） 資源循環型社会の実現を目指す。 

     藤島町は、平成１４年９月２５日「人と環境にやさしいまち」を宣言した。

そこで、町は宣言にとどまらずその具現化を図る責務があると考えるものであ

る。 
     将来のこの地域を考えるとき、基本となるのは稲作を中心とした農業の町で

あり続けることであると認識している。時代は、生産者の顔の見える安心で安

全な、そしておいしい食料を求めている。このようなとき、本町は我が国の食

糧生産基地の一翼であることを自覚し、楽しく誇りを持って生産活動に励み、

安全で良質な農産物を生産し、信頼される農業の町であり続けることが必要と

考えている。 
     そのためには、澄んだ空気ときれいな水のある町として存在し続けていくこ

とを願い、「豊かな自然と恵みの大地」を、これからも持続可能な「環境にや

さしい暮らし方」、安全・安心な「循環型社会」のまちを目指した地域づくり

が必要不可欠と考えている。 
     ※ 「食料」・・・食べ物全般を表わす広義の概念で用いている。 

       「食糧」・・・主食物である“米”を表わす狭義の概念で用いている。 
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（２） 鶴岡・藤島間道路の建設を目指す。 

     産業の振興は、農業の振興だけでもたらされるものでなく、商工の振興と一

体となったバランスのとれたもので達成されると考えている。 
     そのため、鶴岡・藤島間道路の早期の建設実現を目指すことで、鶴岡市街地

との連携が期待され、地域としての一体的な発展が可能になるものと考えてお

り、現在、鶴岡市、立川町、余目町、藤島町、羽黒町及び三川町の 1市５町で
構成する鶴岡・藤島間道路建設促進期成同盟会を設置し、関係機関に早期実現

を働きかけているところである。 
     また、この道路は、国道３４５号線から国道７号線に直結するバイパス機能

を有するほか、庄内空港、高速道路へのアクセス機能を担うことから、前述の

循環型社会により生産された有機農産物の迅速な流通にも大きく寄与するこ

とになる。 
     さらに、将来を展望した場合この道路を立川方面に延伸することで、新庄・

酒田道路への接続も可能となり、宮城県北部や石巻港などとの流通網が整備さ

れることになる。そして、このことにより新たな経済活動の創出も期待される

ほか、災害の発生等の非常時には東北横断自動車道酒田線の代替路線若しくは

併用路線としての機能も果たすことができると考えている。 
 

（３） 都市計画街路藤島駅笹花線の整備促進を目指す。 

     この道路は、藤島駅を起点に笹花を終点とした延長８１０ｍ、幅員１６ｍで、

昭和５２年山形県決定された街路である。事業は、平成６年に終点の鶴岡信用

金庫藤島支店角から庄内農業高等学校南門までの区間３５５ｍが事業認可さ

れ、幅員１８ｍで事業が進められ、平成１３年度に完成した。しかしながら、

残りの未認可区間４５５ｍについては事業認可が行われないため、中途で幅員

が変わるという変則的な状態となっていることから、都市景観からも交通機能

からも非常に半端な形状となっている。 
     このため、町では引き続き事業認可が得られるべく、県に要望するとともに、

「藤島中心街まちづくり協議会」を住民の参画のもとに設置し、駅前拠点整備、

米倉庫活用、歴史公園整備及び沿道空間整備の４検討部会で藤島の中心市街地

の活性化について協議検討しているところである。 
     この道路の完成は、歩行者の安全や通行車両の安全走行等交通機能の解消に

寄与するほか、中心商店街の活性化と魅力あるまち並みづくりの一助となるこ

とが期待される。さらに、本町の中心部における東西を結ぶ幹線道路として、

国道 345号線や県道藤島加茂線を経て国道 7号線と結ばれることで、人と物の
移動が容易となり、経済活動の活性化を誘引することも期待されるところであ

る。 
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地域の特性・活用したい資源など 

 

１．地域の特性 

 

  本町は、藤島町の紹介の中で記載しているように、典型的な稲作農業地域であり、

農業基盤施設の集積が高く、庄内農業を先導する拠点となっている。 
  また、五穀豊穣を祈願する農民のまつりである獅子踊りや神楽の保存伝承に努め

るとともに、稲作農業における生活様式の一端を伝えるわら文化の伝承にも努める

など、農業に関わる生活や文化が連綿として今に伝わり、今に生きる者の務めとし

て、後世に伝え残すべく、まちづくりを実施している農業と共に生きている町であ

る。 
 

２．活用したい資源 

 

（１） エコタウンプロジェクトに関する資源 

    ① 施設資源 
     ア 町有施設 
      ａ ふれあい食センター・サンサン：地産地消の拠点施設 
        学校給食のほか、福祉関係にも提供している。 
        １０月末現在、地元農産物の使用割合 ３３．２％ 
      ｂ 堆肥センター（リサイクルセンター） 
        資源循環型社会づくりの拠点施設として１５年度整備予定 
     イ 県等の施設 
      ａ 県立庄内農業高等学校 
      ｂ 農業試験場庄内支場 
      ｃ 庄内農業改良普及センター 
      ｄ 全農藤島支庫 
    ② 伝統文化資源 
     ａ 獅子踊り・・・町内８箇所に伝承 
     ｂ 神楽・・・町内２箇所に伝承 
     ｃ わら工芸・・・グループで保存伝承活動 
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（２） 歴史・文化に関する資源 

    ① 施設資源 
     ａ 東田川文化記念館（県有形文化財：旧東田川郡役所、旧東田川郡会議事堂） 
       １３年度入館者数  １２，６９０人（１日平均 ４１人） 
       明治ホールコンサート入館者数  ９４７人（６回開催）  
    ② イベント 
     ａ ふじの花まつり（５月上旬） 
     ｂ 庄内伝統芸能まつり（８月上旬） 
     ｃ わら文化まつり（１１月上旬） 
 

（３） 健康維持増進に関する資源 

    ① 施設資源 
     ａ 町民体育館 
       １３年度利用者数  １１３，７５１人（対前年度比９．６％増） 
       トレーニングルーム登録者数（１３年度末） 
          ２，９２８人（うち町外１，１８０人、４０．３％） 
     ｂ 長沼温泉ぽっぽの湯 
       １３年度利用者数  ３２９，７４７人 
       １１月１７日  １２年４月１９日オープン以来８０万人突破 
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新市のまちづくりに対する期待・役割 

 

１．期待する地域の将来像、町の役割 

 

  富塚鶴岡市長が平成１４年５月２０日に開催された市議会全員協議会で市町村合

併についての経緯や考え方を説明した中で、一極集中を回避し、各構成市町村の特

色を生かす地域づくりの方法として機能を役割分担する「サテライト方式」による

分権型システムを構築したいと提唱したことが報道されている。 
  このサテライト方式とは、新市庁に行政機能などが集中し、合併した町村の活力

が失われていくのを避けようとするものであり、各構成市町村が農林漁業、福祉、

教育,観光など「特定の政策分野で新市全域のために、高度な行政サービスを提供す
る業務を分担し、」広域的なネットワークを作ることにより、全国に例がない行政組

織の再構築を図ることで「合併しただけでは終わらせない地方の構造改革」につな

げたいという考え方を示したものである。 
  そこで、本町としては「まちづくりの将来構想」として示した中で特に、農業を

核とした資源循環型社会づくりをこの地域におけるまちづくりの基本に据え、その

実現を着実に目指すことで庄内南部地区における農業政策の中心的な役割を担って

いきたいと考えている。 
  そして、この取り組みが新市全域に浸透し、全域で一体的・統一的な生産活動が

展開されることで、新たな市場競争に耐えうる新ブランドの確立も可能になると考

えているところである。市場（消費者）の需要に応えるためには、質的にも量的に

も安定した農産物の供給が肝要であることから、本町の資源循環型社会づくりに関

する一連の活動は、その第一歩になるものと認識するものである。 
 

２．未来に向けて取り組みたいビジョン、課題の提案 

 

（１） 庄内全体の発展を目指すべきである。 

     庄内南部地区の発展、藤島という地域の発展は、庄内全体の発展を抜きにし

ては考えることができない。そこで、庄内地域全体の共有財産である豊かな自

然・観光資源そして社会資本を有効に活用することで、庄内全体の発展を目指

すのが第一であると考えるものである。 
     藤島町が農業を中心としたまちづくりで生きていくことは自然で、最善の選

択であることから、今まで何度も触れているように資源循環型社会の構築を目

指すものであるが、同時に、この庄内地域全体を地域全体としてどういきてい
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くかという、庄内全体を視野に入れた考えを持って将来の地域づくりを考える

必要がある。 
     そこで、庄内全体を視野に入れた地域づくりのためには経済の活性化が最重

要課題であることから、庄内開発重要事業要望書の中にもあるが、次のような

政策課題を庄内全体の共通認識とし、その実現に向け努力する必要があると考

えるものである。 
     Ⅰ．日本海を挟んだ対岸貿易の促進、すなわち、東方水上シルクロード航路

の利用促進による経済交流の活発化 
     Ⅱ．東北横断自動車道酒田線や新庄酒田道路の整備促進による仙台経済圏と

の交流と、仙台港を利用した北米との物流のネットワーク化 
     Ⅲ．先端生命科学研究所との連携によるバイオテクノロジー、環境、生命科

学、ＩT 関連企業の誘致、ベンチャー企業の創出、既存企業の高度化等を
促進し、新企業の集積拡大や地域産業構造の転換 

     Ⅳ．人や物の移動時間を短縮するために、高速交通網の整備とアクセス道路

の整備促進 
 

（２） 庄内全体の発展が本町のまちづくりにとって成功の基となる。 

     交通・情報通信手段などの発達により日常の生活圏が拡大し、通勤・通学、

買物、医療・福祉施設、スポーツ・文化施設の利用など、住民の活動範囲はこ

れまでの市町村の区域を越えて広がっていることから、１市町村だけが発展す

れば良いということにはならない。“ふじしま”がこの地域で生きていくこと

は、庄内地域全体の中で生かされていることでもある。 
     このようなことから、本町のまちづくりについても庄内地域全体を視野に入

れ、広域的な政・官・財の活動と連携を図ることで、より大きな効果を期待す

ることができる。すなわち、農業試験場庄内支場、庄内農業改良普及センター

及び山形大学農学部との連携のほか、先端生命科学研究所との連携や高速交通

網の整備とそのアクセス道路（鶴岡・藤島間道路）の整備は、資源循環型社会

づくりにおける有機農業の確立や消費地との迅速な流通を確保でき、安心・安

全のほか新鮮さも消費者に提供することができることになる。 
 

 



藤島町のご紹介藤島町のご紹介

Wisteria Town Fujishima

藤島町の人口、世帯数の推移
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農業粗生産額の推移（単位：百万円）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

S60 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12

総額 米 野菜類 果実類 畜　産 その他

日本一ふじの里づくり

■ふじ普及日本一　　
　　モニュメント（役場前）

※アンケート結果により
町内55％の世帯に藤が
植栽されている。

■ふじ普及日本一　　
　　モニュメント（役場前）

※アンケート結果により
町内55％の世帯に藤が
植栽されている。



日本一ふじの里づくり

町民体育館

芝生公園
ふじロード

藤島町のまちづくり・
将来構想

エコタウンプロジェクト！エコタウンプロジェクト！



１．総合計画・実施計画（平成15年度
～平成17年度）の主要プロジェクト

(1)ふじ香る緑豊かな歴史と文化の息づくまち

①八栄島公民館改築事業（平成１６年度）

②藤島小学校大規模改造（耐震補強含む）事業（平成１５年度）

③２１世紀の学校づくり「レインボープラン」事業

　　　（平成１５年度～平成１７年度）

④アシスタントティーチャー設置事業

　　（平成１５年度～平成１７年度）

⑤伝統芸能・文化財保存事業（平成１５年度～平成１７年度）

１．総合計画・実施計画（平成15年度
～平成17年度）の主要プロジェクト

(2)ふじ香る緑豊かな人々の心ふれあうまち
①藤島保育園建設事業（平成１５年度）

②特別養護老人ホームふじの里増床事業（平成１７年度）

③保健管理センター・地域交流センター建設事業

（次期計画での検討）

(3)ふじ香る緑豊かな安心とやすらぎのまち

①ごみ減量運動推奨助成事業（平成１５年度～平成１７年度）



１．総合計画・実施計画（平成15年度
～平成17年度）の主要プロジェクト

(4)ふじ香る緑豊かな活気ある産業のまち
①資源循環型農業推進事業（平成１５年度）

②有機認証委員会事業（平成１５年度～平成１７年度）

③藤島ブランド確立推進事業（平成１５年度～平成１７年度）

(5)ふじ香る緑豊かな魅力ある快適なまち
①都市計画街路藤島駅笹花線整備事業（県営事業）

②鶴岡・藤島間道路整備事業

③歴史公園整備事業（平成１５年度～平成１７年度）

１．総合計画・実施計画（平成15年度
～平成17年度）の主要プロジェクト

(6)計画実現のために
①地籍調査事業（平成１５年度～平成１７年度）



まちづくりの将来構想

(1)資源循環型社会の実現を目指す。
(2)鶴岡・藤島間道路の建設を目指す。
(3)都市計画街路藤島駅笹花線の整備促
進を目指す。

「人と環境にやさしいまち」宣言
循環型社会をめざして

　わたしたちは、人類も地球環境の一部であるという視点に立ち、
自然との共生とはなにか、真の豊かさとはなにかを問い直し、

その役割を果たす時と考えます。
藤島町は、重要な食糧生産基地の一翼であることを自覚し、

町民が楽しく誇りを持って生産活動に励み、安全で良質な農産物を生産
し、消費者から信頼される農業の町で在り続けたいと願っています。
　藤島に住むわたしたちは、都市を支えているのは農山村であるという認
識のもとに永遠に青い空と緑の大地、澄んだ空気ときれいな水の
ある町として存在し続けていることを願い、「豊かな自然と恵みの大地」を
これからも豊かで誇れる郷土として、子孫に引き継いで行くため、

持続可能な「環境にやさしい暮らし方」、
安全・安心な「循環型社会」のまちづくりをここに宣言します。

平成14年9月25日　　　　　藤島町



人と環境にやさしいまち
「資源循環型社会」イメージ

藤島町事業位置図

堆肥センター
建設予定地



堆肥センター建設予定地

人と環境にやさしいまち
「資源循環型社会」イメージ



藤島町事業位置図

鶴岡・藤島間
道路の整備

鶴岡・藤島間道路構想図

藤島町より鶴岡市を望む



鶴岡・藤島間道路構想図

7号線バイパス
345号線

鶴岡・藤島間道路

鶴岡・藤島間道路の将来展望

鶴岡市街地との
連携

庄内空港、高速道路への
アクセス機能

有機農産物の
迅速な流通

宮城県北部や石巻港など
との流通網

災害発生時の
代替路線

新たな経済活
動の創出



藤島町事業位置図

藤島駅笹花線の
整備（県事業）

都市計画街路藤島駅笹花線



都市計画街路藤島駅笹花線

都市計画街路藤島駅笹花線

笹花から藤島駅方面

（工事完成区間終点）



都市計画街路藤島駅笹花線

藤島駅から笹花方面

地域の特性・
活用したい資源



ふれあい食センター

「サンサン」
☆地産地消の拠点施設

施設の概要

　鉄骨造2階建て・延べ床面積1,334.18m2

■処理能力1日1,500食（小中学校、児童館）
■ドライシステム方式
■地元農産物の使用割合33.2％（10月末）

施設の概要

　鉄骨造2階建て・延べ床面積1,334.18m2

■処理能力1日1,500食（小中学校、児童館）
■ドライシステム方式
■地元農産物の使用割合33.2％（10月末）

全農藤島支庫

■14棟　■建設年月T7.11～S10.10　■建物面積計7,272.65㎡

■収容力559,920個／30kg

※参考　酒田倉庫（山居倉庫）

　■12棟　■建設年月M26.10～M27.10　■建物面積計4,809.87㎡

　■収容力241,560個／30kg

■14棟　■建設年月T7.11～S10.10　■建物面積計7,272.65㎡

■収容力559,920個／30kg

※参考　酒田倉庫（山居倉庫）

　■12棟　■建設年月M26.10～M27.10　■建物面積計4,809.87㎡

　■収容力241,560個／30kg



添川両所神社御獅子舞
お ん し し ま い

古郡神楽



藁（わら）工芸

　農業体験に藤島町を訪れた仙台市の中学生が藁細工をしている写真です。
ＪＡ藤島支所藁工芸部会の協力で、藁のリースづくりに挑戦しています。

　農業体験に藤島町を訪れた仙台市の中学生が藁細工をしている写真です。
ＪＡ藤島支所藁工芸部会の協力で、藁のリースづくりに挑戦しています。

東田川文化記念館
（旧東田川郡役所）

　当初の郡役所は、明治１２年から１４年までの間に鶴岡市にある旧西田川
郡役所などと時期を同じくして建てられたものといわれております。当時とし
ては大変ハイカラな西洋建築でしたが、明治１９年春、近辺の大火に巻き込
まれ消失してしまいました。再建後は、純和風の重厚で威厳に満ちた建物と
して生まれ変わりました。内部は回廊式中庭に見られるような洋風建築様式
も取り入れられ、文明開化の風を敏感に感じ取った当時の建築家の心意気
を偲ばせてくれます。棟梁は当時庄内では第一人者といわれた高橋兼吉。
彼は山居倉庫（酒田市）、西田川郡役所（鶴岡市）、善宝寺五重塔（鶴岡市）
など全国に広く知られている建物を手がけた棟梁です。平屋建て、明治２０
年の創建。

　当初の郡役所は、明治１２年から１４年までの間に鶴岡市にある旧西田川
郡役所などと時期を同じくして建てられたものといわれております。当時とし
ては大変ハイカラな西洋建築でしたが、明治１９年春、近辺の大火に巻き込
まれ消失してしまいました。再建後は、純和風の重厚で威厳に満ちた建物と
して生まれ変わりました。内部は回廊式中庭に見られるような洋風建築様式
も取り入れられ、文明開化の風を敏感に感じ取った当時の建築家の心意気
を偲ばせてくれます。棟梁は当時庄内では第一人者といわれた高橋兼吉。
彼は山居倉庫（酒田市）、西田川郡役所（鶴岡市）、善宝寺五重塔（鶴岡市）
など全国に広く知られている建物を手がけた棟梁です。平屋建て、明治２０
年の創建。



東田川文化記念館

（旧電気事業組合倉庫）

1階　事務室

2階　独木舟など文化財の展示ｽﾍﾟｰｽ

（旧郡会議事堂）

1階　町立図書館

2階　明治ホール（コンサート・講演）

明治ホールコンサート



ふじの花まつり（5月上旬開催）

ふじしま夏まつり

庄内伝統芸能祭（8月上旬開催）



日本藁（わら）文化大祭（11月上旬開催）

　JA藤島支所藁工芸部会が主催し、昨年まで計11回開催されています。
　この大祭は、稲作が生んだ偉大なる先人の知恵「藁文化」を風化させる
ことなく後世に伝えていこうと毎年開催されています。
　会場には昔懐かしい、藁で作られた長靴、しょいこ、蓑といった実用品か
ら、縁起物の置物、注連縄など多数を展示。藁草履づくりや足踏み式の
縄ない機、ござ編みなどの体験コーナーも開設されます。

　JA藤島支所藁工芸部会が主催し、昨年まで計11回開催されています。
　この大祭は、稲作が生んだ偉大なる先人の知恵「藁文化」を風化させる
ことなく後世に伝えていこうと毎年開催されています。
　会場には昔懐かしい、藁で作られた長靴、しょいこ、蓑といった実用品か
ら、縁起物の置物、注連縄など多数を展示。藁草履づくりや足踏み式の
縄ない機、ござ編みなどの体験コーナーも開設されます。

町民体育館

施設の概要

（１）町民体育館
鉄筋コンクリート造2階建て・延べ床面積5,031.71m2

■アリーナ（42m×35m）1,470m2

■ステージ（8m×40m）
■観覧席（420席）
■ランニングコース（一周約200m）
■会議室、研修室、男女ロッカールーム（シャワー付）
■軽スポーツルーム
■トレーニングルーム

施設の概要

（１）町民体育館
鉄筋コンクリート造2階建て・延べ床面積5,031.71m2

■アリーナ（42m×35m）1,470m2

■ステージ（8m×40m）
■観覧席（420席）
■ランニングコース（一周約200m）
■会議室、研修室、男女ロッカールーム（シャワー付）
■軽スポーツルーム
■トレーニングルーム



屋内運動場・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ場
（２）屋内練習場
鉄骨平屋建て・延べ床面積1,124.23m2

■クレーコート（36m×27.5m）
■フリークライミングボード（幅6m×高さ8m）
■休憩室
■男女更衣室

（３）グラウンドゴルフ場
■面積　7,854m2（芝張り）

■東西各8ホール、計16ホール

（４）テニスコート
■面積　3,169m2

■人工芝コート2面、クレーコート2面、計4面
■クラブハウス（木造平屋建て69.56m2）
■ミーティングルーム

■用具庫

（５）駐車場（231台収容）

（２）屋内練習場
鉄骨平屋建て・延べ床面積1,124.23m2

■クレーコート（36m×27.5m）
■フリークライミングボード（幅6m×高さ8m）
■休憩室
■男女更衣室

（３）グラウンドゴルフ場
■面積　7,854m2（芝張り）

■東西各8ホール、計16ホール

（４）テニスコート
■面積　3,169m2

■人工芝コート2面、クレーコート2面、計4面
■クラブハウス（木造平屋建て69.56m2）
■ミーティングルーム

■用具庫

（５）駐車場（231台収容）

町民体育館ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ登録者

藤島町
59.7%

町外
小計
40.3% 藤島町

59.7%

町外
小計
40.3%

男性 女性 合計 割合

藤島町 741 1,007 1,748 59.7%

鶴岡市 218 176 394
三川町 62 90 152
羽黒町 26 22 48
櫛引町 11 6 17
朝日村 6 1 7
温海町 21 1 22
酒田市 65 34 99
松山町 14 24 38
平田町 8 4 12
八幡町 4 1 5
遊佐町 8 2 10
余目町 70 67 137
立川町 67 145 212
その他 23 4 27

町外小計 603 577 1,180 40.3%

合計 1,344 1,584 2,928 100.0%

男性 女性 合計 割合

藤島町 741 1,007 1,748 59.7%

鶴岡市 218 176 394
三川町 62 90 152
羽黒町 26 22 48
櫛引町 11 6 17
朝日村 6 1 7
温海町 21 1 22
酒田市 65 34 99
松山町 14 24 38
平田町 8 4 12
八幡町 4 1 5
遊佐町 8 2 10
余目町 70 67 137
立川町 67 145 212
その他 23 4 27

町外小計 603 577 1,180 40.3%

合計 1,344 1,584 2,928 100.0%



　施設はヘルシーハウス、コミュニティハウス、グリーンハウスの三つから

構成されています。

ヘルシーハウス

　和・洋風大浴場、サウナ、和・洋風露天風呂、食堂、中庭

コミュニティハウス

　大広間、談話室、地域文化ホール、藁細工・そば打ちが体験できる体験
教室

グリーンハウス

　農産物や特産物の直売所で、珍しい「市場のある温泉」です。

　施設はヘルシーハウス、コミュニティハウス、グリーンハウスの三つから

構成されています。

ヘルシーハウス

　和・洋風大浴場、サウナ、和・洋風露天風呂、食堂、中庭

コミュニティハウス

　大広間、談話室、地域文化ホール、藁細工・そば打ちが体験できる体験
教室

グリーンハウス

　農産物や特産物の直売所で、珍しい「市場のある温泉」です。

長沼温泉

「ぽっぽの湯」

長沼温泉「ぽっぽの湯」
ヘルシーハウス



新市のまちづくりに
対する期待・役割

期待する地域の将来像、町の役割
一極集中を回避し、各構成市町村の特色
を活かす地域づくりの方法

サテライト方式による分権型システム

農業を核とした

資源循環型社会づくり

本町の「まちづくりの基本構想」は・・・



未来に向けて取り組みたいビジョン、
課題の提案

Ⅰ．日本海を挟んだ対岸貿易の促進、すなわち、東方水上
シルクロード航路の利用促進による経済交流の活発化

Ⅰ．日本海を挟んだ対岸貿易の促進、すなわち、東方水上
シルクロード航路の利用促進による経済交流の活発化

Ⅱ．東北横断自動車道酒田線や新庄酒田道路の整備促進に
よる仙台経済圏との交流と、仙台港を利用した北米との
物流のネットワーク化

Ⅱ．東北横断自動車道酒田線や新庄酒田道路の整備促進に
よる仙台経済圏との交流と、仙台港を利用した北米との
物流のネットワーク化

Ⅲ．先端生命科学研究所との連携によるバイオテクノロ
ジー、環境、生命科学、ＩT関連企業の誘致、ベンチャー
企業の創出、既存企業の高度化等を促進し、新企業の集
積拡大や地域産業構造の転換

Ⅲ．先端生命科学研究所との連携によるバイオテクノロ
ジー、環境、生命科学、ＩT関連企業の誘致、ベンチャー
企業の創出、既存企業の高度化等を促進し、新企業の集
積拡大や地域産業構造の転換

Ⅳ．人や物の移動時間を短縮するために、高速交通網の整
備とアクセス道路の整備促進

Ⅳ．人や物の移動時間を短縮するために、高速交通網の整
備とアクセス道路の整備促進

(1)庄内全体の発展を目指すべきである。（政策課題）(1)庄内全体の発展を目指すべきである。（政策課題）

庄内全体の政策課題

酒田

鶴岡 新庄

新庄酒田道路

石巻新庄道路

北東北経済圏域

仙台経済圏域

新潟経済圏域

対岸貿易



未来に向けて取り組みたいビジョン、
課題の提案

日常の生活圏の拡大日常の生活圏の拡大

(2)庄内全体の発展が本町のまちづくりにとって成功の
基となる。

(2)庄内全体の発展が本町のまちづくりにとって成功の
基となる。

広域的な政・官・財の活動と連携広域的な政・官・財の活動と連携

高速交通網とそのアクセス道路(鶴岡・藤島間道路)の整備高速交通網とそのアクセス道路(鶴岡・藤島間道路)の整備

資源循環型社会づくりにおける有機農業の確立

消費地との迅速な流通を確保

資源循環型社会づくりにおける有機農業の確立

消費地との迅速な流通を確保




